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事 務 局

越前和紙と紙祖神
　全国に数ある和紙の産地の中でも、1500年という長い歴史と伝統に培われ、

最高の技術と品質を今に伝える「越前和紙」。継体天皇が、まだ越前に潜龍され

ていた頃、ある日、岡太川の川上宮の谷に一人の姫が現れ、村人に紙漉きの技術を教えたとされる。その後、

村人はこの姫を川上御前として崇め、岡太神社を建立してお祀りし、今日まで弛むことなく紙すきの技術を伝

えている。正倉院の古文書によれば、越前和紙は４～５世紀頃には優れた紙を漉き、写経に用いられていた。

公家武士の時代になると「越前奉書」として重用され、幕府の保護を受け発展してきた。幕末の頃になると日

本最古の藩札「福井藩札」や明治新政府の「太政官金札用紙」が漉かれるなど、今日の紙幣の礎となった。
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更なる
　安全・安心をめざして

一般社団法人 福井県消防設備協会

会長 髙 村 文 能

　新年、明けましておめでとうございます。

　輝かしい初春を、ご健勝でお迎えのこととお慶び申し上げます。

　平素は、当協会の運営をはじめ、各種事業の推進に格別のご理解とご協力を賜り厚く御

礼申し上げます。お陰様で昨年は、協会創立30年の記念式典を挙行することができました。

これも偏に、県をはじめ消防機関や関係団体の皆様のご指導、ご支援と、会員の皆様のご

協力によるものと、心から厚く御礼を申し上げます。

　さて、昨年は２月の大雪に始まり、６月の西日本豪雨、７月の大阪府北部地震や10月

の北海道胆振東部地震、そして相継いで襲来した多くの台風など、本当に災害の多い年で

した。被災された皆様に対し、改めて心からお見舞い申し上げますとともに、一日も早い

復旧、復興をお祈り申し上げます。

　私達は災害に備え、常に防災設備や機器等の点検、維持管理を行っておく必要がありま

す。これは、火災についても同様で、中でも消防用設備等の点検は法令で定められたもの

で、建物関係者に義務と責任を課すものとなっています。

　しかし、その実施や報告について、福井県の成績はあまり良くありません。

　このため当協会では、県下各消防機関と連携を密にしながら、点検の実施と報告の励行

を呼びかけるなど、報告率の向上を図るため積極的に取り組んでいるところです。万一、

火災が発生したとき迅速な消火や通報、避難が、人命や被害の軽減につながり、そのため

にも、常日頃から維持管理に努め、法令に基づく点検報告の必要性や重要性をご説明申し

上げておりますが、思うように建物関係者のご理解が得られないことも、低迷する要因の

一つとなっています。私ども消防設備協会では、今後とも一丸となって、県民の生命・身

体・財産を火災から守るため、適正な消防用設備等の設置と保全、点検報告の推進に取り

組んで参る所存です。

　結びに、今年一年が災害のない、穏やかな年になることをご祈念申し上げますとともに、

一層のご指導・ご支援をお願い申し上げ、新年のご挨拶といたします。

新年のごあいさつ
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福井県安全環境部危機対策・防災課

課長 谷 口 竜 哉

新年のごあいさつ

　平成31年の新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。

　福井県消防設備協会の会員の皆様には、日頃から、本県の消防・防災行政の推進に格別

の御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　平成29年の本県の火災発生率は、全国と比較して低く、火災発生件数も、165件と少

ない状況を維持しております。これもひとえに、消防関係者の活躍はもとより、消防設備

士および会員の皆様が消防用設備の施工や日々の維持管理を的確に実施していただいてい

るお蔭であり、心より感謝を申し上げます。

　また、すべての住宅に設置が義務付けられている住宅用火災警報器については、総務省

消防庁の調査によると、昨年６月１日現在の全国の設置率81.6％に対し、本県の設置率

は95.1％で、全国１位となっています。

　一方、全国では、一昨年２月の埼玉県三芳町倉庫火災、昨年２月の札幌市下宿火災、そ

して10月の宮城県仙台市住宅火災等近年、多数の死傷者がでる火災が多発しており、改

めて日頃からの火災予防の重要性が認識されています。

　こうした火災の中には、消火設備の不備が原因となったものもあり、このような火災事

例が徹底的に分析、検証され、得られた知見が消防用設備の機能の向上等につながること

が必要です。火災から地域住民の生命・財産を守り、被害を軽減させるためには、適正な

消防用設備の設置および維持管理の推進といった取り組みが重要です。

　消防用設備に精通した皆様におかれましても、引き続き御支援を賜りたく存じますので、

よろしくお願い申し上げます。

　最後に、本年が、福井県消防設備協会ならびに会員の皆

様にとりまして実り多き飛躍の年となりますよう祈念しま

して、新年のごあいさつといたします。
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新年のごあいさつ

消防局長 土 田 将 一

　平成31年の輝かしい新年を迎え、会員の皆様に謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　平素は、消防行政の推進につきまして、格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上

げます。

　さて、昨年全国で発生した火災や災害を振り返りますと、６月には「大阪府北部地震」、

７月には「平成30年７月豪雨」、９月には「北海道胆振東部地震」等が相次いで発生し、

甚大な被害をもたらしました。　被災地では今なお多くの方々が不自由な生活を余儀なく

されており、１日も早い復興を願うばかりです。一方、県内に目を向けますと、２月は

56豪雪以来37年ぶりの大雪となり、死者12名、負傷者121名、建物被害564棟という甚

大な被害が発生したほか、この雪で北陸自動車道や国道８号線が長期にわたり通行止めと

なり、県民生活に大きな混乱が生じました。また、６月にはあわら市の老舗旅館が全焼し、

９月には敦賀市の紡績工場で大規模な火災が発生するなど、日頃の災害への備えや火災予

防の重要性を改めて痛感させられる年となりました。

　こうしたなか、消防機関では引き続き県民の皆様の生命や身体、財産を火災等の災害か

ら守るため、防火・防災教育の充実強化や違反是正の徹底など、火災や災害の被害軽減に

向けた取り組みを強化してまいりますので、皆様のより一層のご協力を賜りますようお願

い申し上げます。

　結びに、福井県消防設備協会の今後ますますのご発展と、会員の皆様のご健勝、ご活躍

をご祈念申し上げまして、新年の挨拶とさせていただきます。

福井市消防局
福井県消防長会会長
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吉
江
晃
夫
氏
の
代
理
（
尾
崎
剛
氏
）
　
　

写
真
左
か
ら 

藤
井
洋
造
氏
、
小
林
勝
幸
氏
、

平成30年度の消防設備保守業者等の表彰式が、去る11月１日に東
京都の「明治記念館」において執り行われました。当協会から受
賞された皆様は、次の方々です。誠におめでとうございました。

【消防庁長官表彰】
消防設備保守功労者
小 林 勝 幸  氏 　小林電工㈱

【（一財）日本消防設備安全センター理事長表彰】

消防協会役員関係者
早 瀬 茂 樹  氏 　協会理事 北陸設備工業㈱

消防協会役員関係者
吉 江 晃 夫  氏 　消防設備管理㈱常務

点検済表示制度推進優良事業所表彰
藤井防災エネルギー㈱（藤井洋造氏）

消防設備保守関係者表彰

ご都合により欠席された方々
早瀬茂樹 氏　吉江晃夫 氏
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平成31年度の主な行事、講習会の予定

行　　　　　事 月　　日 場　　　　　所

総会・表彰式 ５月15日（水） 福井県中小企業産業大学校

実務研修会 ７月10日（水） 福井県立福井産業技術専門学院

消防庁長官等表彰式 11月１日（金） 東京都　明治記念館

講　　　　　習 月　　日 場　　　　　所

防火管理講習
11月27・28日

福井県中小企業産業大学校32年
２月４・５・６日

日本防火・防災協会主催 6/12・13、7/17・18
8/28・29、9/18・19 福井県中小企業産業大学校

行　事　等 月日や場所等が変更されることもありますので、再度ご確認ください。

講　　　　　習 月　　日 場　　　　　所

第１種消防設備点検資格者　本講習 10月２～４日 福井県中小企業産業大学校

第２種消防設備点検資格者　本講習 10月７～９日 福井県中小企業産業大学校

第１種消防設備点検資格者　再講習 ６月25日（火） 福井県中小企業産業大学校

第２種消防設備点検資格者　再講習 ６月26日（水） 福井県中小企業産業大学校

講　　　　　習 月　　日 場　　　　　所

設備士法定講習（消火設備） ８月27日（火） サンドーム福井
管理会議棟 小ホール

設備士法定講習（消火器・避難設備） ８月28日（水） サンドーム福井
管理会議棟 小ホール

設備士法定講習（警報設備） ８月29日（木）
８月30日（金）

サンドーム福井
管理会議棟 小ホール

講　習　会 月日や場所等が変更されることもありますので、再度ご確認ください。



協会だより

7

創立30周年記念総会・表彰式

　平成30年度の総会及び表彰式が、去る
５月16日（火）に福井県中小企業産業大
学校において開催されました。今年度の
総会は協会創立30周年の記念式典として
開催され、髙村会長の式辞に続き表彰式
が挙行されました。今年度は、例年の表
彰のほか特別に歴代の会長・副会長・監
事・常務理事及び職員の方々に感謝状が
贈呈されました。その後来賓の福井県危
機対策・防災課長、並びに福井県消防長
会会長から祝辞を賜りました。 記念式
典に引き続き平成30年度定時総会が開会
され、事務局から平成29年度の事業報告、

平成30年度の主な行事、講習会等の結果

収支決算報告及び公益目的支出計画の執
行状況について報告があり、また、平成
30年度の事業計画及び予算案が提出さ
れ、審議の結果いずれも原案どおり可決
承認されました。

以上、敬称略

平成30年度 協会会長表彰を受賞された方々は、次の皆様です。おめでとうございました。

協会役員表彰 早　瀬　茂　樹　氏 理事　北陸設備工業㈱

優良従業員表彰 30年

眞　保　博　人　氏 （一財）北陸電気保安協会

井　部　秀　一　氏 北陸設備工業㈱

吉　江　晃　夫　氏 消防設備管理㈱

優良事業所表彰

北陸発電工事㈱福井事業所 小林電工㈱

㈱アイワンすまいる 福井ホーチキ㈱

㈱ 創　　電

感　謝　状

竹　内　清　志　氏 河　上　進　一　氏

杉　田　宗　雄　氏 山　田　喜代士　氏

小　野　　　稔　氏 和　田　末　雄　氏

若　松　伸　一　氏 中　山　憲　一　氏

南　　　信　夫　氏 中　宮　恵里子　氏
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消防設備士法定講習

　今年度も福井県知事からの委託を受けて、消防法第17条の10に基づく消防設備士講習
を、去る８月21日、22日、23日及び24日の４日間にわたりサンドーム福井の管理会議棟

小ホールで開催いたしました。この講
習は、消防設備士が、その資格を取得
してから２年以内、又は、前回の受講
後５年ごとに必ず受講しなければなら
ない法定講習であり「消火設備」関係
に139名、「避難設備・消火器」関係に
177名、「警報設備」関係に351名合計
667名の消防設備士が受講いたしまし
た。

消防設備点検資格者 再講習 （第１種、第２種）

平成30年度の消防用設備等点検資格者再
講習が去る６月25日（火）26日（水）の両
日、（一財）日本消防設備安全センターの
事務委託を受けて、福井県中小企業産業
大学校で開催され、県内外から、第１種、
第２種の資格者計113名が受講いたしま
した。梅雨特有の蒸し暑さの中、受講者
達は、過去５年間に改正された法令や技
術基準、最新の情報等について、日本消
防設備安全センターの専任講師等による

講義を真剣に聴講し、点検資格者としての責任と消防用設備等の維持管理、保守点検の
重要性を再確認していました。
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消防設備士実務研修会 （第１回）

消防設備士実務研修会 （第２回）

　平成30年度の消防設備士実務研修会（第
１回）が、去る７月22日（金）に福井県中
小企業産業大学校で開催され今回は、協会
創立30周年の事業の一環として、消防用設
備等の点検報告率の向上を図るため（一財）
日本消防設備安全センターが実施している
「消防用設備等セミナー」を開講いたしま
した。この講習は、消防用設備等の点検実
務に係る法令や技術基準、疑義など、具体
的な内容で、今年度の全国でトップを切っ
ての開催となりました。当日は、会員のほ

　平成30年度の消防設備士実務研修会（第
２回）を、去る10月15日（月）に福井市防
災センターで開催しました。今回は、いま
社会的にクローズアップされているパワハ
ラやセクハラ等のハラスメント、ストレス
等によるメンタルヘルスについて専門の講
師を招聘し、受講者を社長や管理職の職員
等その対策に取組むべき立場にある人に限
定して開講いたしました。当日は46名が参
加し、経営者として知っておくべき事項や
責任と対策、或いは普段、何気ない言動で

か、消防職員など84名が受講し、講師の
説明や講義の内容に、真剣眼差しで聴講
していました。

もハラスメトになり、訴訟や裁判の結果
により社会的信用の失墜に繋がるなどの
説明を真剣に聴講していました。
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防火管理講習

　平成30年度の「防火・防災管理講習」が、
去る11月28日（木）29日（金）に、福井県中
小企業産業大学校で実施されました。この
講習は、一定規模以上の防火対象物につい
て、その用途や収容人員に応じ、選任が必
要となる防火管理者の資格を取得するため
の講習会で、４月から９月までの前期は本
部講習（日本防火・防災協会）として、10
月以降の後期を当協会で対応しています。

　この日は107名の受講者が、真剣に聴講し、防火管理の重要性を認識していました。
次回の講習は、来る２月５日（水）、６日（木）、７日（金）（３日は再講習）の予定です。

協会創立30周年記念 平成30年度表彰の受賞者の皆様
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今後とも よろしくお願いいたします。

長い間お世話になり ありがとうございました。

ジエイ防災は、オケデンの事業をそのまま引き継ぎ、併せて事業所名を変更するもの。

会員の変更について

会員の退会について

（前号以降の入会）

（前号以降の入会）

敬称省略

敬称省略

会員番号 256 種　別 正会員 入会年月日 平成30年■月■日

区　　分　　・　　内　　容

事業所名 ジエイ防災（旧オケデン） 代 表 者 名 代表取締役 桶師 治英

所  在  地 坂井市三国町米ケ脇35－４ 電話番号 090－2033－0064

主 た る
業 種 防災備部門 業務の内容 工事・整備・点検

備 考 オケデンの代表者急逝に伴い、変更となるもの

会員番号 ■ 種　別 正会員 退会年月日 平成30年10月１日

区　　分　　・　　内　　容

事業所名 有限会社 東電機水工 代 表 者 名 代表　東 　喜一

所  在  地 坂井市丸岡町高柳28－14－１ 電話番号 0776－66－1529

会員番号 ■ 種　別 正会員 退会年月日 平成30年12月12日

区　　分　　・　　内　　容

事業所名 名村設備工業 株式会社 代 表 者 名 代表 湯葉 武男

所  在  地 坂井市三国東３丁目高柳11－24 電話番号 0776－81－2545
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粉末消火設備に設置されているクリーニ

ング装置の点検は必要なのか？また、実

施した際、において、点検票のどの欄に記入する

のでしょうか。

点検基準には、当該装置の点検の規定は

ありません。

しかし、当該装置の容器等についても不用意な作

動等を防止するため、合わせて点検し、その内容

を、備考欄を活用して、記録を残しておくことが

適当と思われます。

非常警報設備の点検票（別記様式第14）

の点検項目において、「放送設備」の欄

にある「増幅器等」の「表示灯」と、その下部に

ある「表示灯」の使い分けについて、ご教示願い

ます。

　前者は、増幅器、操作部、遠隔操作器

等に設置されている火災灯、階別作動表

示灯、出火階表示灯、感知器発報放送、火災放送、

又は非火災報放送の別を明示する表示灯などを示

し、後者は、起動装置（発信機、非常電話）の直

近の箇所に設けられる表示灯を示します。

自動火災報知備の配線を点検する際、配

線点検票（別記様式第26）の「絶縁抵抗」

欄の「非常　ＭΩ」の部分には、どこの回線の測

定を記入するのですか。

配線点検票の当該点検項目の欄は、「常

用」と「非常」に区分され、測定結果を

記入することとなります。「非常」とは、消防法

施行規則第12条第１項第４号ホ（準用する場合も

含む）が適用される非常電源回路を指し、当該回

路の絶縁抵抗の測定結果を記入することになる。

質問の場合も同様の取扱いですが、予備電源の設

置により非常電源を設置しておらず、非常電源回

路そのものがない場合があります。その場合は、

空欄となります。

　なお、この絶縁抵抗の点検は、電源回路、操作

回路、表示灯回路等回路ごとに測定する必要があ

るので、備考欄を活用し、回路ごとの測定値を記

録するが適当と思われます。

よくある

質問
よくある

質問

粉末消火設備の点検について

非常警報設備の点検について

配線の点検について

Ｑ.
Ｑ.

Ｑ.

Ａ.

Ａ.

Ａ.
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平成30年６月号の掲載の「通知・通達」以降に公布さ
れたもののうち、消防用設備等に関するものについて
は、以下の表のとおりです。なお、詳細については、
必要に応じてご確認をお願いいたします。

発番号 日　付 あ て 先 発信者 標　　　　題

消防予
第369号

平成30年
6月1日

各都道府県消防防
災主管課、東京消
防庁・各指定都市
消防本部

消防庁
予防課

消防法施行規則等の一部を改正する
省令の公布について

事務連絡
平成30年
6月1日

各都道府県消防防
災主管課、東京消
防庁・各指定都市
消防本部

消防庁
予防課

消防法施行規則等の一部を改正する
省令等の参考資料の送付について

消防予
第372号

平成30年
6月1日

各都道府県知事
各指定都市市長

消防庁
次長

消防用設備等の点検の基準及び消防
用設備等の点検結果報告書に添付す
る点検票の様式の一部を改正する件
の公布について

消防予
第373号

平成30年
6月1日

各都道府県消防防
災主管部長、東京
消防庁・各指定都
市消防長

消防庁
予防課長

消防用設備等の点検要領の一部
改正について（通知）

消防予
第426号

平成30年
6月15日

各都道府県消防防
災主管部長、東京
消防庁・各指定都
市消防長

消防庁
予防課長

消防用設備等に係る執務資料の
送付について（通知）

事務連絡
平成30年
7月11日

各都道府県消防防
災主管部長、東京
消防庁・各指定都
市消防長

消防庁
予防課

建築物の屋上部を連結する通路
の取扱いについて

消防予
第477号

平成30年
7月23日

各都道府県消防防
災主管部長、東京
消防庁・各指定都
市消防長

消防庁
予防課長

エアゾール式簡易消火具の不具合
に係る注意喚起等について
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発番号 日　付 あ て 先 発信者 標　　　　題

消防予
第528号

平成30年
8月24日

各都道府県消防防
災主管部長、東京
消防庁・各指定都
市消防長

消防庁
予防課長

消防用設備等に係る執務資料の送付
について（通知）

消防予
第551号

平成30年
9月13日

各都道府県消防防
災主管部長、東京
消防庁・各指定都
市消防長

消防庁
予防課長

「外国人来訪者や障害者等に配慮し
た火災時等の情報伝達・避難誘導を
目的とするデジタルサイネージ活用
指針」の一部改正について

消防予
第575号
消防危
第184号

平成30年
10月2日

各都道府県消防防
災主管部長、東京
消防庁・各指定都
市消防長

消防庁
予防課長
危険物
保安室長

風水害、地震等の災害に伴う長時間
停電を踏まえた防火対策の徹底につ
いて

事務連絡
平成30年
10月3日

各都道府県消防防
災主管課、東京消
防庁・各指定都市
消防本部

消防庁
予防課

「外国人来訪者や障害者等が利用す
る施設における災害情報の伝達及び
避難誘導に関するガイドライン」の
リーフレットの配布について

消防予
第622号

平成30年
11月2日

各都道府県消防防
災主管部長、東京
消防庁・各指定都
市消防長

消防庁
予防課長

消防用設備等に係る執務資料の送付に
ついて（通知）

事務連絡
平成30年
11月27日

各都道府県消防防
災主管課、東京消
防庁・各指定都市
消防本部

消防庁
予防課長

避難器具（緩降機）の使用時におけ
る安全管理の徹底に係るリーフレッ
トについて

事務連絡
平成30年
12月3日

各都道府県消防防
災主管課、東京消
防庁・各指定都市
消防本部

消防庁
予防課

検定を受けていない住宅用防災警報器
の販売等について
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一般社団法人 全国避難設備工業会 提供

避難器具（緩降機）の
使用時における安全管理の徹底をお願いします！
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一般社団法人 福井県消防設備協会

一般社団法人福井県消防設備協会は、県民の安全を希求しています。

消防用設備等は、命と財産をまもります。

消防法に定められた定期点検は必ず実施しましょう。

このラベルは当協会の会員であり、

かつ消防用設備等点検表示制度会員でもある

登録業者等が行う適正な点検の証明です。

ラベルの発注は時間の余裕をもってＦＡＸでお願いします。

事務局／福井県福井市松本3丁目16-10 福井県福井合同庁舎5階  TEL 0776-27-3760

一般社団法人 福井県消防設備協会

一般社団法人福井県消防設備協会は、県民の安全を希求しています。

消防用設備等は、命と財産をまもります。

消防法に定められた定期点検は必ず実施しましょう。

このラベルは当協会の会員であり、

かつ消防用設備等点検表示制度会員でもある

登録業者等が行う適正な点検の証明です。

ラベルの発注は時間の余裕をもってＦＡＸでお願いします。

事務局／福井県福井市松本3丁目16-10 福井県福井合同庁舎5階  TEL 0776-27-3760


